
昭和女子大学学則 
第１章 総則 

第１条 本学は、建学の精神に則り、高等教育機関として、また、学術文化の研究機関と

しての使命に鑑み、善を尚び美を愛し真を究めて、文化の創造と人類の福祉に貢献する

女性を育成することを目的とする。 

２ 本学は各学科の人材の育成に関する目的その他の教育研究上の目的を別表アのとおり

定める。 

第２条 本学は、教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するた

め、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行う。 

２ 前項の点検及び評価の方法、結果の検証及び公表等に関する規程は、別に定める。 

第３条 本学は、昭和女子大学と称する。 

第４条 本学は、東京都世田谷区太子堂一丁目７番57号に設置する。 

第５条 本学は、次の学部及び学科を設け、修業年限を４年とし、最長在学年限は６年と

する。 

人間文化学部 

日本語日本文学科 

歴史文化学科 

国際学部 

国際教養学科 

国際日本学科 

国際学科 

グローバルビジネス学部 

ビジネスデザイン学科 

会計ファイナンス学科 

人間社会学部 

心理学科 

福祉社会学科 

現代教養学科 

初等教育学科 

環境デザイン学部 

環境デザイン学科 



食健康科学部 

健康デザイン学科 

管理栄養学科 

食安全マネジメント学科 

第６条 各学部及び各学科の入学定員並びに収容定員は、次の表のとおりとする。 

学部・学科 入学定員 収容定員 

人間文化学部 200名 800名 

日本語日本文学科 100名 400名 

歴史文化学科 100名 400名 

国際学部 299名 1196名 

国際教養学科 

国際日本学科 

79名 

100名 

316名 

400名 

国際学科 120名 480名 

グローバルビジネス学部 210名 840名 

ビジネスデザイン学科 130名 520名 

会計ファイナンス学科 80名 320名 

人間社会学部 380名 1520名 

心理学科 100名 400名 

福祉社会学科 80名 320名 

現代教養学科 100名 400名 

初等教育学科 100名 400名 

環境デザイン学部 210名 840名 

環境デザイン学科 210名 840名 

食健康科学部 229名 916名 

健康デザイン学科 77名 308名 

管理栄養学科 72名 288名 

食安全マネジメント学科 80名 320名 

第２章 教育課程 

第７条 各学部及び各学科の授業科目を、必修及び選択に分ける。 

第８条 各学部及び各学科の授業科目並びに単位数は、別表(1)のとおりとする。 

第３章 履修、卒業及び学位 



第９条 学生は、学期毎にその学期に履修する授業科目を定めて学長の許可を得なければ

ならない。また、これを変更する場合も同様とする。 

第10条 学生が、各学期に履修科目として登録する単位数については、別に定める。 

第11条 履修授業科目の単位修得の認定は、出席、平常成績及び期末試験の総合成績によ

る。成績は秀、優、良、可、不可、認定、不認定に分け、秀、優、良、可、認定を合格

とする。 

第12条 疾病その他、やむを得ない事情のため期末試験を受けることができなかった者に

は、追試験を行うことがある。 

第13条 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をも

って構成することを標準とし、次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 授業の方法は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれら

の併用により行うものとし、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を

考慮して、おおむね15時間から45時間までの範囲で大学が定める時間の授業をもって

１単位とする。 

(2) 芸術等の分野における個人指導による実技の授業については、大学が別に定める時

間の授業をもって１単位とすることができる。 

(3) 前２号の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究及び卒業制作等の授業科目につい

ては、これらの学修成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合に

は、これらに必要な学修等を考慮して単位数を定めることができる。 

２ 前項の授業は、多様なメディアを利用して行うことがある。 

３ 第１項の授業は、第13章に定める公開講座として開講することがある。 

第14条 本学を卒業するには、学生は４年以上在学し、第８条別表(1)に定めた授業科目に

つき、教養科目16単位以上、外国語科目４単位以上、専門教育科目は90単位以上、文化

講座３単位、その他学科の定める修得要件を含み計127単位以上修得し、かつ、大学学

寮研修規程に定められた回数の学寮研修に参加しなければならない。 

２ 学年1年間ごとに学年次を設け、学生は各学年次を1年次から4年次まで各1年間以上在

籍しなければならない。 

３ 学生は各学年次を1年間以上在籍後、次の学年次に進級するものとするが、学科ごと

に定める進級規程により、学年末に留年となることがある。留年となった場合は、2期

又は1期の卒業延期となり、次の学年次に進級できない。 

４ 本学において教育上有益と認めるときは、他の大学、専門職大学又は他短期大学にお



いて履修した授業科目について修得した単位を本学における授業科目の履修により修得

したものとみなすことができる。なお、学生が休学して外国の大学又は短期大学に留学

する場合、外国の大学又は短期大学が行う通信教育における授業科目を我が国において

履修する場合及び外国の大学又は短期大学の教育課程を有するものとして当該外国の学

校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するも

のの当該教育課程における授業科目を我が国において履修する場合についても同様とす

る。 

５ 前項の規定により修得した単位並びに短期大学又は高等専門学校の専攻科における学

修その他文部科学大臣が別に定める学修を本学における授業科目とみなし、60単位を超

えない範囲で本学において修得したものとして認定することができる。 

６ 本学において教育上有益と認めるときは、本学に入学する前に大学又は短期大学にお

いて修得した単位及び短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学

大臣が別に定める学修を本学において修得したものとみなすことができる。 

７ 前項により修得したものとみなすことのできる単位数は、編入学、転入学等の場合を

除き、第5項により認定する単位数と合わせて60単位を超えないものとする。 

８ 卒業要件として修得すべき127単位のうち、第13条第２項に定める多様なメディアを

利用して行う授業により修得する単位数は、60単位を超えないものとする。 

９ 第5項及び第7項の適用者の修業年限は、短縮できないものとする。 

10 大学入学資格を有する者が、本学の科目等履修生として一定の単位を修得した後に入

学したときは、その修得単位数に応じて、相当期間を修業年限の２分の１を超えない範

囲で、在学期間として認定することがある。 

11 学校教育法第89条に規定する早期卒業の認定については、別に定める。 

第15条 教育職員免許状の授与の所要資格を取得しようとする者は、第14条の規定による

ほか、教育職員免許法及び同法施行規則に定める単位を修得しなければならない。 

２ 各学科において取得できる免許状の種類及び免許教科は、次の表のとおりとする。 

学科 免許状の種類 免許教科 免許状の種類 免許教科 

日本語日本文学科 中学校教諭一

種免許状 

国語 高等学校教諭

一種免許状 

国語 

書道 

歴史文化学科 同上 社会 同上 地理歴史 

国際教養学科 同上 外国語（英

語） 

同上 外国語（英

語） 



心理学科 ― ― 同上 公民 

現代教養学科 ― ― 同上 公民 

初等教育学科 幼稚園教諭一種免許状 小学校教諭一種免許状 

健康デザイン学科 中学校教諭一

種免許状 

家庭 

保健体育 

高等学校教諭

一種免許状 

家庭 

保健体育 

栄養教諭二種  

管理栄養学科 栄養教諭一種 

第16条 心理学科の学生で公認心理師の受験資格を取得しようとする者は、第14条の規定

によるほか、公認心理師法及び同法施行規則に基づき本学が指定する授業科目の単位を

修得しなければならない。なお、公認心理師を受験するには、大学院において必要な科

目の単位を修得するか、定められた実務経験が必要となる。 

第17条 福祉社会学科の学生で社会福祉士の受験資格を取得しようとする者は、第14条の

規定によるほか、社会福祉士及び介護福祉士法及び同法施行規則に基づき本学が指定す

る授業科目の単位を修得しなければならない。授業科目の履修条件は、別に定める。 

２ 福祉社会学科の学生で精神保健福祉士の受験資格を取得しようとする者は第14条の規

定によるほか、精神保健福祉士法及び同法施行規則に定める授業科目の単位を修得しな

ければならない。 

３ 福祉社会学科の学生で保育士の資格を取得しようとする者は、第14条の規定によるほ

か、児童福祉法及び同法施行規則に基づき本学が指定する授業科目の単位を修得しなけ

ればならない。 

第18条 初等教育学科の学生で保育士の資格を取得しようとする者は、第14条の規定によ

るほか、児童福祉法及び同法施行規則に基づき本学が指定する授業科目の単位を修得し

なければならない。 

第19条 環境デザイン学科の学生で１、２級建築士、木造建築士及び建築設備士の受験資

格を取得しようとする者は、第14条の規定によるほか、別に定める授業科目の単位を修

得しなければならない。なお、建築設備士を受験するには、定められた実務経験が必要

となる。 

第20条 健康デザイン学科の学生で栄養士の免許授与の所要資格を取得しようとする者

は、第14条の規定によるほか、栄養士法及び同法施行規則に定める授業科目の単位を修

得しなければならない。 

２ 管理栄養学科の学生で栄養士の免許授与の所要資格を取得しようとする者は、第14条



の規定によるほか、栄養士法及び同法施行規則に定める授業科目の単位を修得しなけれ

ばならない。 

３ 前項に定める要件を満たした者は、管理栄養士国家試験の受験資格を得ることができ

る。 

４ 管理栄養学科、食安全マネジメント学科の学生で食品衛生管理者及び食品衛生監視員

の資格を取得しようとする者は、第14条の規定によるほか、食品衛生法施行規則に定め

る授業科目の単位を修得しなければならない。 

第21条 学芸員の資格を取得しようとする者は、第14条の規定によるほか、博物館法及び

同法施行規則に定める授業科目の単位を修得しなければならない。ただし、第８条別表

(1)教育課程中博物館学関係科目は、第14条の専門教育科目の単位に含むものとする。 

第22条 図書館司書の資格を取得しようとする者は、第14条の規定によるほか、図書館法

及び同法施行規則に定める授業科目の単位を修得しなければならない。 

第23条 学校図書館司書教諭の資格を取得しようとする者は、教育職員免許状の授与の所

要資格を取得したうえで、第14条の規定によるほか、学校図書館法及び学校図書館司書

教諭講習規程に定める授業科目の単位を修得しなければならない。 

第24条 第14条の規定による所要単位数を修得した者の卒業については、学長が認定す

る。また、昭和女子大学短期大学部を卒業後、同短期大学部専攻科のうち大学評価・学

位授与機構が認定した専攻科を修了し、かつ学位申請に必要なすべての単位を本学で修

得して大学評価・学位授与機構から学士の学位を授与された者については、学長が本学

を卒業したものとみなすことができる。 

２ 卒業を認定された者には、学士の学位を授与する。 

３ 学位の授与区分は、次の表のとおりとする。 

学部 学科 学位 

人間文化学部 日本語日本文学科 

歴史文化学科 

学士（人間文化学） 

国際学部 国際教養学科 学士（国際教養学） 

国際日本学科 学士（国際日本学） 

国際学科 学士（国際学） 

グローバルビジネ

ス学部 

ビジネスデザイン学科 

会計ファイナンス学科 

学士（経営学） 

人間社会学部 心理学科 学士（人間社会学） 



福祉社会学科 

現代教養学科 

初等教育学科 学士（教育学） 

環境デザイン学部 環境デザイン学科 学士（環境デザイン） 

食健康科学部 健康デザイン学科管理栄養学科 

食安全マネジメント学科 

学士（食健康科学） 

４ 学位授与に必要な事項は、昭和女子大学学位規則に定める。 

第４章 学年、学期及び休業日 

第25条 学年は、４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。 

第26条 学年を分けて次の２学期とし、各学期の授業期間は原則として15週にわたるもの

とする。 

前期／４月１日から９月30日まで 

後期／10月１日から翌年３月31日まで 

ただし、学長は各学期の授業期間を変更することができる。 

第27条 休業日を次のとおり定める。ただし、学長は休業日を変更し、又は臨時に休業日

を定めることがある。 

(1) 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

(2) 日曜日 

(3) 創立記念日 ５月２日 

(4) 夏季休業日 ８月１日から９月30日まで 

(5) 冬季休業日 12月23日から翌年１月８日まで 

(6) 春季休業日 ３月11日から３月31日まで 

第５章 入学の時期、入学、退学、休学、復学、転学及び除籍 

第28条 入学の時期は、学期の始めとする。 

第29条 入学を許可される者は、女子にして次の各号のいずれかに該当する者でなければ

ならない。 

(1) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれ

に相当する学校教育を修了した者を含む） 

(3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者、又はこれに準ずる者で

文部科学大臣の指定したもの 



(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者 

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満たすものに限る。）で、文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣

が定める日以後に修了した者 

(6) 文部科学大臣の指定した者 

(7) 高等学校卒業程度認定試験に合格した者で、18歳に達したもの 

(8) 本学において、個別の学力審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で、18歳に達したもの 

(9) 学校教育法第90条第２項の規定により、本学において大学における教育を受けるに

ふさわしい学力があると認めたもの（飛び入学） 

(10) 国内外の短期大学（文部科学大臣の指定したものを含む）を卒業した者（編入

学） 

(11) 高等専門学校を卒業した者（編入学） 

(12) 専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した

者（編入学） 

(13) 高等学校専攻科のうち、文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した者

（編入学） 

(14) 学士の学位を有する者（学士入学） 

(15) 第９号から13号の入学志願者については、定員に余裕のある場合に選考のうえ入

学させる。 

第30条 入学志願者は、次の書類に別表(2)に定める入学検定料を添えて申し込むものとす

る。 

(1) 入学志願書 

(2) 出身学校長の発行する調査書 

(3) 最近の写真（本学所定の大きさ） 

第31条 本学の建学の精神に則って指導を受けることを志した者の中で本学の実施する入

学試験に合格し、別表(2)に定める、入学金を含めた所定の納入金を納めた者について、

学長は入学を許可する。 

第32条 入学を許可された者は、所定の期日までに本学所定の手続きを行わなければなら

ない。 



２ 所定の期日までに本学所定の手続きを行わないときは、入学許可を取り消す。 

第33条 保証人は、父母又はこれに代わる独立の生計を営む成年者で、学生の監督の責任

に任じ得る者とする。 

第34条 保証人が死亡又は他の理由で責を果たし得なくなったときは、新たに保証人を選

定して直ちに届け出なければならない。 

第35条 保証人の住居又は身分に変更が生じたときは、直ちに届け出なければならない。 

第36条 退学したい者は、その理由を詳記し、保証人連署で願い出て、学長の許可を得な

ければならない。 

第37条 疾病その他やむを得ない理由で、休学を希望する者は、その理由を詳記し、保証

人連署で願い出て、学長の許可を得なければならない。 

２ 休学期間は、１か年以内とする。ただし、やむを得ない事情のある者については、休

学の継続を許可することがあるが、その期間は通算２か年以内とする。 

第38条 休学期間は、在学年数に通算しない。 

２ 休学者は、学期の始めに復学することができる。 

第39条 学生が疾病その他の理由により修学することが適当でないと認めるときは、学長

が休学を命ずる。 

第40条 国内外の大学又は短期大学において学修することを願い出たときは、審査のう

え、学長が留学を許可することがある。 

２ 留学に関する取扱いは、別に定める。 

第41条 学生が他の学科に転じることを願い出たときは、選考のうえ、学長が転科を許可

することがある。 

第42条 本学に転入学を希望する者がある場合は、学生定員に余裕のあるときに、選考の

うえ、学長が相当学年に転入学を許可することがある。 

第43条 正当な理由で退学した者、若しくは学費未納により除籍となった者が再入学を願

い出たときは、学期の始めに限り選考のうえ学長が再入学を許可することがある。ただ

し、最長在学年限の上限に達した者並びに再入学後に退学、除籍となった者は再入学で

きない。 

第44条 再入学、転入学、学士入学若しくは編入学又は転科した者については、既に高等

専門学校、専修学校専門課程、高等学校専攻科、短期大学又は大学等において修得した

単位並びに在学年数の全部又は一部を、本学における授業科目の単位並びに在学年数、

学年次として学長が認定することができる。 



第45条 次の各号のいずれかに該当する者は、学長が除籍する。 

(1) 在学６年にして卒業できない者 

(2) 学費の滞納が３か月以上におよび、督促を受けても納入しない者 

(3) 正当な理由なく、無届で３か月以上連続欠席した者 

(4) 休学期間が通算２か年を超えて復学できない者 

(5) 死亡した者 

第６章 賞罰 

第46条 本学学生で学業優秀又は善行・美事をなした者を賞することがある。 

第47条 本学の学則に背き、又は本学学生の本分にもとる行為があったときは、学長が懲

戒する。懲戒は、訓告、停学及び退学とする。 

２ 懲戒に関する取扱いは、別に定める。 

第48条 次の各号のいずれかに該当した者は、退学に処する。 

(1) 性行不良で改善の見込みがない者 

(2) 成績不良で成業の見込みがない者 

(3) 正当な理由なく出席常でない者 

(4) 学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

第７章 授業料、貸給費、実験実習教材費及びその他の費用 

第49条 学生の納入金は、授業料・施設設備金・実験実習教材費・厚生文化費・学友会費

とする。 

(1) 各納入金の額は、別表(2)のとおりとする。 

(2) 各納入金は、次の２期に分納する。 

前期／４月30日まで 

後期／10月31日まで 

(3) 別表(2)のほかに、諸資格の取得に必要な実習費等を徴収することがある。 

２ 休学の場合は次のとおりとする。 

(1) 学期の始めから休学する場合（入学と同時に休学を開始する場合を除く。）は、当

該学期の納入金を免除し、在籍料として別表(2)に定める額を納入するものとする。 

(2) 入学と同時に休学を開始する場合は、すでに納めた納入金は返金しない。 

(3) 学期の途中から休学する場合は、当該学期の納入金を納めなければならない。 

第50条 学業優秀にして、志操堅固な者には、一定額の学資を給付又は貸与することがあ

る。学資の給付及び貸与に関する規程は、別に定める。 



第51条 一旦納入した諸料金は、事情の如何にかかわらず返還しない。ただし、学期の始

めから休学する者、又は前学期の日付をもって退学する者については、既に納入された

当期学納金の全部又は所定の学納金との差額分を返還する。また、入学辞退者の授業料

等返還に関する手続きについては、別に定める。 

第８章 教職員組織及び教授会 

第52条 本学に学長、副学長、学部長及び学科長を置く。 

(1) 学長は、全学の校務をつかさどり、教職員を統督する。 

(2) 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。また、学長に事故あるとき

は、その職務を代行する。 

(3) 学部長は、当該学部の部務を統理する。 

(4) 学科長は、当該学科の科務を統理する。 

２ 学長、副学長、学部長及び学科長の任免については、別に定める。 

第53条 本学に教授、准教授、講師、助教、助手及び事務職員を置く。 

第54条 各学科に、学生の入学、卒業及び学位の授与のほか、教育研究に関する重要な事

項を審議するため、教授会を置く。 

２ 教授会に関し必要な事項は、別に定める。 

第54条の２ 各学部に、当該学部に関する事項を審議するため、学部部科長会を置く。 

２ 学部部科長会に関し必要な事項は、別に定める。 

第54条の３ 全学にわたる教学事項を審議するため、各学部各学科の代表委員によって構

成する各種委員会を置く。 

２ 各種委員会に関し必要な事項は、別に定める。 

第55条 本学の管理、運営に関する重要事項を審議するため、大学部局長会を置く。 

２ 大学部局長会に関し必要な事項は、別に定める。 

第９章 委託生、外国人留学生及び科目等履修生 

第56条 委託生、外国人留学生又は科目等履修生として入学を希望する者があるときは、

審査のうえ入学又は聴講を許可することがある。 

第57条 官公庁、法人の委託により本学に入学を許可した者を委託生とする。 

第58条 外国人で本学に入学を許可した者を外国人留学生とする。 

第59条 本学の開設する授業科目のうち、１授業科目又は数授業科目を選択履修すること

を許可した者を科目等履修生とする。 

第60条 科目等履修生として許可される者は、第29条に規定する大学入学資格を有する者



でなければならない。ただし、本学において、高等学校を卒業した者と同等以上の学力

があると認めたときは、この限りでない。 

２ 本学と協定のある教育機関で本学が指定したものに在籍する者については、第29条の

規定にかかわらず、学長が科目等履修生として許可することができる。 

第61条 科目等履修生は毎学期初めに、その学期中に履修する授業科目を定めて学長の許

可を得なければならない。また、これを変更するときも同様とする。 

第62条 単位を修得した科目等履修生には、単位証明書を交付する。 

第63条 科目等履修生の聴講料は、別表(2)に定め、その他、実験・実習に関する費用を別

に徴収することがある。 

２ 一旦納入した聴講料は、事情の如何にかかわらず返還しない。ただし、科目履修の許

可が下りなかった場合は差額分を返還する。 

第64条 委託生、外国人留学生及び科目等履修生で、履修科目の試験を受け、合格した者

にはその授業科目所定の単位を与える。 

第65条 委託生、外国人留学生及び科目等履修生は、収容定員に余裕のある場合のみ許可

する。 

第66条 委託生、外国人留学生に対して本章に規定するほか、各章の規定を準用する。た

だし、科目等履修生に対し本章以外の規定は準用しない。 

２ 外国人留学生に関して、前項に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

第10章 図書館 

第67条 本学に附属図書館を設ける。 

２ 図書館に関する規程は、別に定める。 

第11章 博物館 

第68条 本学に附属博物館を設ける。 

２ 博物館に関する規程は、別に定める。 

第12章 研究所 

第69条 本学に附属研究所を設ける。 

２ 研究所に関する規程は、別に定める。 

第13章 公開講座、講習会等 

第70条 本学の使命に鑑みて、大学教育の普及を図り、社会の向上進歩に寄与するため、

公開講座、講習会等を開設する。 

２ 公開講座、講習会等に関する規程は、別に定める。 



第14章 教務部、学生部及び学寮 

第71条 本学の教育に関する全学的事項の審議及び連絡調整を目的として教務部を設け

る。 

２ 教務部に関する規程は、別に定める。 

第72条 学生生活の向上を目的として学生部を設ける。 

２ 学生部に関する規程は、別に定める。 

第73条 学生の生活支援及び厚生を目的として学寮を設ける。 

２ 学寮に関する規程は、別に定める。 

第15章 その他 

第74条 本学則の細則は、別に定める。 

第75条 本学則は、変更の必要性がある場合、内容を変更することができる。 

 

附 則 

本学則は昭和59年４月１日から施行する。 

附 則 

本学則は昭和62年４月１日から施行する。 

ただし、昭和61年度以前に入学した家政学部生活科学科学生については、第７条（別

表）及び第13条の規定は旧学則を適用する。 

附 則 

本学則は昭和63年４月１日から施行する。 

ただし、第５条の規定にかかわらず、昭和63年度から平成４年度までの期間付き入学

定員及び総定員を次の通り定める。 

学部・学科・専攻 入学定員 昭和63年度

総定員 

平成元年度

総定員 

平成2年度

総定員 

平成3年度

総定員 

平成4年度

総定員 

文学部 260名 860名 920名 980名 1,040名 1,040名 

日本文学科 130名 430名 460名 490名 520名 520名 

英米文学科 130名 430名 460名 490名 520名 520名 

家政学部 230名 830名 860名 890名 920名 920名 

生活美学科 130名 430名 460名 490名 520名 520名 

生活科学科 100名 400名 400名 400名 400名 400名 

食物学専攻 50名 200名 200名 200名 200名 200名 



管理栄養士専攻 50名 200名 200名 200名 200名 200名 

附 則 

本学則は平成元年４月１日から施行する。 

附 則 

本学則は平成２年４月１日から施行する。 

附 則 

本学則は平成３年４月１日から施行する。 

附 則 

本学則は平成４年４月１日から施行する。ただし、平成３年度以前に入学した学生につ

いては、第13条の規定は旧学則を適用する。 

附 則 

本学則は平成５年４月１日から施行する。ただし、第６条の規定にかかわらず、平成５

年度から平成11年度までの入学定員を次の通り定める。 

学部・学科・専攻名 入学定員 

文学部 360名 

日本文学科 130名 

英米文学科 130名 

心理学科 40名 

日本文化史学科 60名 

家政学部 205名 

生活美学科 120名 

生活科学科 85名 

食物学専攻 45名 

管理栄養士専攻 40名 

附 則 

本学則は平成６年４月１日から施行する。ただし、第６条の規定にかかわらず、平成５

年度から平成11年度までの入学定員を次の通り定める。 

また、平成５年度以前に入学した家政学部の学生については、旧学則を適用する。 

学部・学科・専攻名 入学定員 

文学部 385名 

日本文学科 130名 



英米文学科 155名 

心理学科 40名 

日本文化史学科 60名 

家政学部 205名 

生活美学科 120名 

生活科学科 85名 

食物学専攻 45名 

管理栄養士専攻 40名 

附 則 

本学則は平成７年４月１日から施行する。（条文の改訂・学納金の改訂） 

附 則 

本学則は平成８年４月１日から施行する。 

附 則 

本学則は平成９年４月１日から施行する。ただし、平成９年度においては、第６条に定

める収容定員を心理学科170名、生活美学科370名、生活科学科食物学専攻185名、管理栄

養士専攻170名とする。（条文の整備・学納金の改訂・入学定員及び収容定員の改訂） 

附 則 

本学則は平成10年４月１日から施行する。ただし、平成10年度においては、第６条に定

める収容定員を心理学科180名、生活環境学科380名、生活科学科食物学専攻190名、管理

栄養士専攻180名とする。（条文の整備・学納金の改訂・生活環境学科の名称変更） 

附 則 

本学則は平成11年４月１日から施行する。（カリキュラムの改訂） 

附 則 

本学則は平成12年４月１日から施行する。ただし、第６条の規定にかかわらず、平成12

年度から15年度までの文学部の入学定員及び収容定員を次のとおり定める。 

学部・学科・専攻 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

文学部 407名 1,592名 399名 1,596名 391名 1,592名 383名 1,580名 

日本文学科 128名 518名 121名 509名 114名 493名 107名 470名 

英米文学科 154名 619名 153名 617名 152名 614名 151名 610名 

心理学科 60名 210名 60名 220名 60名 230名 60名 240名 



日本文化史学科 65名 245名 65名 250名 65名 255名 65名 260名 

附 則 

本学則は平成12年４月１日から施行する。ただし、平成12年度においては、第６条に定

める収容定員を生活環境学科540名、生活科学科食物学専攻195名、生活科学科管理栄養士

専攻220名とする。（心理学科教員免許状課程認定に伴う改訂・大学設置基準等改訂に伴

う関係条文の改訂・カリキュラムの改訂） 

附 則 

本学則は平成13年４月１日から施行する。ただし、平成13年度においては、第６条に定

める収容定員を生活環境学科560名、生活科学科食物学専攻190名、生活科学科管理栄養士

専攻240名とする。（省庁改編に伴う改訂・助手の名称変更に伴う改訂・学納金の改訂・

カリキュラムの改訂） 

附 則 

第17条の２は平成10年４月１日に遡って、第51条及び第54条は平成13年４月１日に遡

って施行する。 

附 則 

本学則は平成14年１月７日から施行する。（本学短期大学部認定専攻科修了者が大学評

価・学位授与機構から学位を授与された時の扱い・入学資格の追加） 

附 則 

本学則は平成14年４月１日から施行する。ただし、平成14年度においては、第６条に定

める収容定員を生活環境学科580名、生活科学科食物健康学（食物学）専攻185名、生活科

学科管理栄養士専攻260名とする。また、平成13年度以前に生活科学科食物学専攻に入学

した学生については、本学則各条文の食物健康学専攻の部分を食物学専攻と読み替える。

第14条１項の規定については、平成14年度以降に入学した学生に適用し、平成13年度以前

に入学した学生については、旧学則を適用する。（条文整備、生活科学部生活科学科の専

攻名変更に伴う改訂、卒業要件の改訂、カリキュラムの改訂） 

附 則 

この学則は平成15年４月１日から施行する。ただし、平成14年度以前に入学した学生に

ついては、第14条及び別表(2)は新学則を適用し、それ以外は旧学則を適用する。文学部心

理学科は平成15年度で募集を停止し、在学生が卒業するのを待って廃止する。文学部心理

学科及び人間社会学部の入学定員及び収容定員は、第６条の規定にかかわらず、平成15年

度から平成18年度までは次のとおり定める。 



学部・学科・専攻 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

文学部 

心理学科 

― 180名 ― 120名 ― 60名 ― ― 

人間社会学部 170名 170名 170名 340名 170名 510名 170名 680名 

心理学科 60名 60名 60名 120名 60名 180名 60名 240名 

福祉環境学科 60名 60名 60名 120名 60名 180名 60名 240名 

現代教養学科 50名 50名 50名 100名 50名 150名 50名 200名 

（条文整備、卒業要件の変更、人間社会学部の設置に伴う改訂、文学部及び文学

部各学科の名称変更に伴う改訂、カリキュラムの改訂、納入金項目名の変更） 

附 則 

この学則は平成16年４月１日から施行する。（カリキュラムの改訂） 

附 則 

この学則は平成17年４月１日から施行する。（生活科学部生活環境学科及び生活科学部

生活科学科管理栄養士専攻の入学定員をそれぞれ180名、80名に変更する。） 

附 則 

この学則は平成16年10月１日から施行する。（飛び入学制度） 

附 則 

この学則は平成17年４月１日から施行する。（栄養教諭の追加） 

附 則 

この学則は平成17年４月１日から施行する。（条文整備、学内組織変更による改訂、別

科の廃止、カリキュラムの改訂） 

附 則 

この学則は平成18年４月１日から施行する。人間社会学部初等教育学科の収容定員は、

第６条の規定にかかわらず、平成18年度50名、平成19年度100名、平成20年度140名とす

る。なお、３年次編入生は平成18年度より受け入れる。（人間社会学部初等教育学科の開

設、保証人に関する規程の変更） 

附 則 

この学則は平成18年４月１日から施行する。ただし、人間文化学部の収容定員は、第６

条の規定にかかわらず、平成18年度から平成20年度までは次のとおり定める。 

 平成18年度 平成19年度 平成20年度 



日本語日本文学科 410名 420名 430名 

英語コミュニケーション学科 610名 620名 630名 

歴史文化学科 270名 280名 290名 

（人間文化学部収容定員増） 

附 則 

この学則は平成17年10月１日に遡って施行する。（条文整備） 

附 則 

この学則は平成19年４月１日から施行する。（学校教育法改正に伴う教員組織の変更、

体育実技の単位取扱変更、カリキュラムの改訂） 

附 則 

第36条は平成19年５月24日から施行する。（休学について） 

附 則 

この学則は平成20年４月１日から施行する。ただし、日本語日本文学科、現代教養学

科、初等教育学科、生活科学科管理栄養士専攻の収容定員は、第６条の規定にかかわら

ず、平成20年度から平成23年度までは次のとおり定める。また、生活科学科管理栄養士専

攻の３年次編入生を平成20年度から受け入れる。初等教育学科３年次編入学定員は、平成

20年度から設けない。 

 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 

日本語日本文学科 440名 460名 470名 480名 

現代教養学科 230名 260名 290名 320名 

初等教育学科 220名 280名 340名 400名 

生活科学科 

管理栄養士専攻 

320名 320名 312名 304名 

附 則 

この学則は平成20年４月１日から施行する（既修得単位数の項目に転入学を追加するこ

とに伴う改定、各学科人材の育成に関する目的その他教育研究上の目的の制定に伴う改

定） 

附 則 

この学則は平成21年４月１日から施行する。生活科学部生活科学科食物健康学専攻は、

平成21年度から募集を停止し、在学生がいなくなるのを待って廃止する。別表ア生活科学

部生活科学科食物健康学専攻「人材の育成に関する目的その他教育研究上の目的」は、在



学生がいる間適用する。（人間文化学部国際学科の開設、生活科学部健康デザイン学科の

開設、人間社会学部福祉環境学科の名称変更、生活科学部生活環境学科の名称変更、生活

科学部生活科学科管理栄養士専攻の名称変更、生活科学部生活科学科食物健康学専攻の学

生募集停止、各学科人材の育成に関する目的その他教育研究上の目的の追加・変更、国際

学科・健康デザイン学科納付金の追加） 

附 則 

この学則は平成20年７月１日から施行する。（授業期間の変更） 

附 則 

この学則は平成21年４月１日から施行する。（福祉環境学科の名称変更に伴う修得単位

数の変更、資格関連条文の変更、人材の育成に関する目的その他教育研究上の目的の変

更） 

附 則 

この学則は平成21年４月１日から施行する。ただし、第17条、第48条の規定について

は、平成20年10月１日から施行するものとする。（条文整備） 

附 則 

この学則は平成21年４月１日から施行する。ただし、平成20年度以前に入学した学生に

ついては、旧学則を適用する。（卒業要件の変更、学校教育法改正に伴う変更、条文の整

備） 

附 則 

この学則は平成21年８月１日から施行する。（再入学に係る既修得単位並びに在学年数

の認定に関する変更） 

附 則 

この学則は平成22年４月１日から施行する。（英語コミュニケーション学科の人材の育

成に関する目的その他教育研究上の目的の変更） 

附 則 

この学則は平成23年４月１日から施行する。（休学に関する条文の追加及び条文の整

備） 

附 則 

この学則は平成24年４月１日から施行する。（図書館法施行規則の改正施行に伴う司書

養成課程に係るカリキュラムに関する条文の改定） 

附 則 



この学則は平成25年４月１日から施行する。ただし、グローバルビジネス学部の収容定

員は、第６条の規定にかかわらず、平成25年度から平成27年度までは次のとおり定める。 

 平成25年度 平成26年度 平成27年度 

グローバルビジネス学部 

ビジネスデザイン学科 

100名 200名 300名 

（グローバルビジネス学部設置に伴う改定） 

附 則 

この学則は平成25年４月１日から施行する（研究所、講習会の条文追加、図書館、博物

館、教務部、学生部及び学寮の条文整備）。 

附 則 

この学則は平成26年４月１日から施行する（心理学科中学校一種教員免許課程認定取り

下げに伴う改訂（第15条）及び、会議体制の変更に伴う関連条文の改訂（第８章））。 

附 則 

この学則は平成27年４月１日から施行する（学校教育法改正に伴う条文の改定、健康デ

ザイン学科の中学校及び高等学校一種教育職員免許状（保健）課程認定取り下げに伴う改

定）。 

附 則 

本学則は平成28年４月１日から施行する。（入学定員及び収容定員並びに卒業要件単位

数の変更） 

附 則 

この学則は平成28年７月１日から施行する。（協定校在籍者の科目等履修生資格に関連

する条文整備） 

附 則 

この学則は平成29年４月１日から施行する。ただし、収容定員は第６条の規定にかかわ

らず、平成29年から平成32年までは次のとおり定める。人間文化学部英語コミュニケーシ

ョン学科及び国際学科は、平成29年度から募集を停止し、在学生がいなくなるのを待って

廃止する。（国際学部の設置及び生活科学部食安全マネジメント学科の開設に伴う条文の

改定、入学定員変更に伴う条文の改定、言語聴覚士資格科目設置に伴う条文の改定、教職

課程認定取り下げに伴う改定、編入学資格の追加） 

 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

人間文化学部     



日本語日本文学科 460名 460名 460名 480名 

英語コミュニケーション

学科 

480名 320名 160名 ― 

歴史文化学科 355名 370名 385名 400名 

国際学科 220名 150名 80名 ― 

国際学部     

英語コミュニケーション

学科 

199名 398名 597名 796名 

国際学科 100名 200名 300名 400名 

グローバルビジネス学部     

ビジネスデザイン学科 420名 440名 460名 480名 

人間社会学部     

心理学科 325名 350名 375名 400名 

福祉社会学科 280名 290名 300名 320名 

現代教養学科 340名 360名 380名 400名 

生活科学部     

環境デザイン学科 680名 720名 760名 800名 

食安全マネジメント学科 80名 160名 240名 320名 

附 則 

この学則は平成30年４月１日から施行する。ただし、グローバルビジネス学部並びに生

活科学部環境デザイン学科の収容定員は第６条の規定にかかわらず、平成30年度から平成

33年度までは次のとおり定める。 

 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 

グローバルビジネス学部 490名 560名 630名 680名 

ビジネスデザイン学科 430名 440名 450名 440名 

会計ファイナンス学科 60名 120名 180名 240名 

生活科学部 1488名 1618名 1748名 1758名 

環境デザイン学科 730名 780名 830名 840名 

附 則 

この学則は平成30年４月１日から施行する。（公認心理師の受験資格に関する条文の追

加、食品衛生管理者及び食品衛生監視員の資格に関する条文の追加、休学時の納入金に関



する改定）。ただし、第49条第２項の規定については、平成30年度の在籍者かつ平成30年

４月１日以降の休学者から適用する。 

附 則 

この学則は平成30年10月１日から施行する。（入学に関する条文の改定及び整備） 

附 則 

この学則（平成31年４月改正規定）は、平成31年４月１日から施行し、平成31年４月入

学者から適用することとし、同月前の入学者については、なお従前の例による。ただし、

第14条の改正規定は、国際学部英語コミュニケーション学科及び国際学部国際学科につい

ては令和３年４月入学者から、グローバルビジネス学部会計ファイナンス学科及び食健康

科学部（令和３年入学者から生活科学部から名称変更）食安全マネジメント学科について

は令和４年４月入学者から、それぞれ適用することとし、当該月前の入学者については、

なお従前の例による。 

附 則 

この学則は平成31年４月１日から施行する。（衣料管理士認定取り下げに伴う改定） 

附 則 

この学則は平成31年４月１日から施行する。（教職課程取り下げに伴う改定） 

附 則 

１．この学則は令和２年４月１日から施行する。ただし、生活科学部、環境デザイン学

部の収容定員は、第６条の規定にかかわらず、令和２年度から令和５年度までは次のとお

り定める。生活科学部環境デザイン学科は、令和２年度から募集を停止したことにより、

在籍学生がいなくなったときに廃止する。（環境デザイン学部の設置に伴う条文の改定、

生活科学部環境デザイン学科の学生募集停止に伴う改定） 

 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 

生活科学部 1538名 1338名 1128名 918名 

環境デザイン学科 630名 420名 210名 ―名 

環境デザイン学部 210名 420名 630名 840名 

環境デザイン学科 210名 420名 630名 840名 

２．前項の生活科学部環境デザイン学科については、在籍学生がいなくなったため、令

和７年４月２４日をもって廃止する。 

附 則 

この学則は令和２年４月１日から施行する。（民法改正に伴う改正、条文整備） 



附 則 

この学則は令和２年７月１日から施行する。（言語聴覚士の実習時間に伴う改定） 

附 則 

この学則は令和３年４月１日から施行する。ただし、生活科学部、食健康科学部の収容

定員は、第６条の規定にかかわらず、令和３年度から令和６年度までは次のとおり定め

る。生活科学部は、令和３年度から募集を停止したことにより、在籍学生がいなくなった

ときに廃止する。（生活科学部の名称変更に伴う条文の改定） 

 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

生活科学部 1111名 674名 232名 ― 

食健康科学部 227名 454名 686名 918名 

附 則 

この学則は令和３年４月１日から施行する。（休学期間に関する変更、成績評価に関す

る変更、１級建築士、インテリアプランナー試験受験資格要件の削除等に伴う改定、除籍

に関する変更、人間文化学部英語コミュニケーション学科の廃止） 

附 則 

この学則（平成31年４月改正の附則の改正）は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この学則は令和４年４月１日から施行する。ただし、国際学部、グローバルビジネス学

部及び人間社会学部の収容定員は、第６条の規定にかかわらず、令和４年度から令和７年

度までは次のとおり定める。 

 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 

国際学部 1196名 1196名 1196名 1196名 

英語コミュニケーション

学科 

776名 756名 736名 716名 

国際学科 420名 440名 460名 480名 

グローバルビジネス学部 700名 720名 740名 760名 

会計ファイナンス学科 260名 280名 300名 320名 

人間社会学部 1580名 1560名 1540名 1520名 

初等教育学科 460名 440名 420名 400名 

附 則 

この学則は、令和４年４月１日から施行する。（副手の削除に伴う改定） 



附 則 

この学則は、令和４年４月１日から施行する。（人間文化学部国際学科の廃止） 

附 則 

この学則は、令和４年７月31日から施行する。（科目等履修生の受入れ条件に関する改

定） 

附 則 

この学則は、令和５年４月１日から施行する。（単位の計算方法の変更、学納金の納入期

限、延納願及び返金に関する改定） 

附 則 

この学則は、令和５年４月１日から施行する。ただし、令和４年度以前に入学した学生

については、旧学則を適用する。(卒業要件の変更)  

附 則 

この学則は、令和６年４月１日から施行する。（学年次、進級及び留年を追加、科目等

履修生の聴講料改定） 

附 則 

この学則は、令和６年１１月２１日から施行し、改定後の第１７条の規定は、令和５年

４月１日から適用する。ただし、令和４年度以前に入学した学生については、旧学則を適

用する。（言語聴覚士資格科目の廃止に伴う改定） 

   附 則 

この学則は、令和７年４月１日から施行する。ただし、人間文化学部日本語日本文学

科、国際学部国際教養学科及び国際日本学科、グローバルビジネス学部ビジネスデザイン

学科並びに食健康科学部健康デザイン学科の収容定員は、第６条の規定にかかわらず、令

和７年度から令和10年度までは次のとおり定める。（国際学部国際日本学科の設置及び英

語コミュニケーション学科の名称変更に伴う改定並びに人間文化学部日本語日本文学科、

グローバルビジネス学部ビジネスデザイン学科及び食健康科学部健康デザイン学科の入学

定員変更に伴う改定） 

 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 

人間文化学部 860名 840名 820名 800名 

 日本語日本文学科 460名 440名 420名 400名 

国際学部 1196名 1196名 1196名 1196名 



国際教養学科 616名 516名 416名 316名 

国際日本学科 100名 200名 300名 400名 

グローバルビジネス学部 780名 800名 820名 840名 

ビジネスデザイン学科 460名 480名 500名 520名 

食健康科学部 915名 912名 914名 916名 

健康デザイン学科 307名 304名 306名 308名 

附 則 

この学則は、令和７年４月１日から施行し、令和７年度の在学生から適用する。(卒業要

件に学寮研修参加を追加) 

附 則 

この学則（令和２年４月１日改正の附則の改正）は、令和７年４月２４日から施行す

る。(生活科学部環境デザイン学科の廃止) 

 

 

別表ア 

人

間

文

化

学

部 

日本語日本文学科 歴史文化学科   

日本語日本文学科

は、日本の言語文化

について、日本語

学・日本文学・日本

語教育の三分野から

学ぶことにより、広

い視野と豊かな教養

を培い、文化的創造

及び社会の発展に寄

与し得る人材の育成

を目的とする。 

歴史文化学科は、歴

史をはじめ、考古、

美術、伝統文化、地

域文化、および文化

財の諸分野にわたり

段階的な教育を通し

て、歴史と文化に対

する広い視野と高い

識見を備えた人材の

育成を目的とする。 

  

国

際

学

国際教養学科 国際日本学科 国際学科  

国際教養学科は、英語

の高度な運用能力に加

国際日本学科は、英語

の運用能力を重視しつ

国際学科は、複言語

を駆使して専門的知

 



部 え、グローバルなコミ

ュニケーション能力や

論理的・批判的思考

力、実践的な問題発

見・解決能力を備えた

人材の育成を目的とす

る。 

つ日本社会・文化に対

する深い知識や観光・

地域振興のための実務

的な知識を備え、日本

のインバウンド産業や

地方振興を牽引するこ

とができる人材の育成

を目的とする。 

識を深め、マクロ的

かつミクロ的な幅広

い視点から世界の諸

問題を発見し、解決

の方途を探すことの

できる人材の育成を

目的とする。 

グ

ロ

ー

バ

ル

ビ

ジ

ネ

ス

学

部 

ビジネスデザイン学

科 

会計ファイナンス学

科 

  

ビジネスデザイン学

科は、時代のグロー

バル化並びに男女共

同参画社会へのニー

ズに応えるとともに

女性のライフステー

ジの変化に対応しつ

つ、ビジネスをデザ

インできる力を持っ

た、実際的な企業人

の育成を目的とす

る。 

会計ファイナンス学

科は、財務・会計分

野の専門性を涵養

し、かつ、幅広い教

養と優れた人間性を

身につけることで、

組織の中核となり集

団の成果を上げる人

材の育成を目的とす

る。 

  

人

間

社

会

学

部 

心理学科 福祉社会学科 現代教養学科 初等教育学科 

心理学科は、「健康

な人格の形成と保持

に資する心理学の活

用」という時代 

の要求に応え、人の

心を幅広く理解する

心理学の視点を持

ち、現実の問題に実

福祉社会学科は、人

間の尊厳を重視した

福祉社会の理念を探

究する。人権と社会

正義の価値を基盤と

した対人援助の専門

的知識と技術の習得

並びに参加と共同に

現代教養学科は、自

身の考えを的確に表

現伝達する能力を育

成するとともに、時

代の要請に応え社会

に貢献できる人材を

育むことを目標にお

き、さまざまな角度

初等教育学科は、基

礎教育から専門教育

への連続性を踏まえ

た体系的教育課程を

編成・実施し、子ど

もの望ましい心身の

発達と成長を期待

し、一人一人の個性



践的に対応できる援

助能力を身につけた

人材の育成を目 

的とする。 

よる福祉社会の創造

に資する人材の育成

を目的とする。 

から物事を把握する

力を育て、‟生きる

力”を身につけた人

材の育成を目的とす

る。 

や能力を引き出し、

その豊かな人格の形

成を指導・援助でき

る人材の育成を目的

とする。 

環

境

デ

ザ

イ

ン

学

部 

環境デザイン学科    

環境デザイン学科

は、建築、プロダク

ト、ファッション、

プロデュース等の分

野において深い専門

性を学び、分野を横

断するカリキュラム

により複眼的な視点

を養う。これによ

り、多様化・複雑化

する環境・社会にお

ける課題を発見でき

る思考力とデザイン

力を持ち、解決にむ

け提案・行動できる

人材を育成する。 

   

食

健

康

科

学

部 

健康デザイン学科 管理栄養学科 食安全マネジメント

学科 

 

健康デザイン学科

は、食を通して、健

康の増進と生活の質

の向上に資する人材

の養成を目的とす

る。食品・栄養・運

動・感覚に関する学

管理栄養学科は、医

療、福祉、学校等、

現場を支える管理栄

養士として、社会に

貢献する人材の養成

を目的とする。人と

社会や環境との関わ

食安全マネジメント

学科は、安全性の高

い食品の生産・流

通・販売を通して、

生活の質の向上に貢

献する人材の養成を

目的とする。食資

 



術的な根拠に基づい

た理論を展開できる

能力を育み、社会に

貢献する人材を育成

する。 

りを学び、人体の構

造とその機能に関す

る深い理解を基に、

様々な状況の中で人

の栄養に適切に対処

できる人材を育成す

る。 

源、食の安全性、フ

ードマネジメントや

ビジネスに関する基

礎・専門知識を基

に、柔軟かつ多方面

に応用できる能力を

修得し、国際的な視

野をもって社会に貢

献できる人材を育成

する。 
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別表（２）

学部の学納金等

１．[2025年度（令和7年度）の入学者] （単位：円）

入学金 施設設備金 授業料 実験実習 厚生文化費 学友会費 入学時 後期 年間

教材費 納入額 納入額 納入総額

（半年分） （半年分） （半年分） （半年分） （半年分）

日本語日本文学科 200,000 140,000 427,800 6,500 30,000 1,200 805,500 605,500 1,411,000

歴史文化学科 200,000 140,000 442,800 20,000 30,000 1,200 834,000 634,000 1,468,000

国際教養学科 200,000 140,000 442,800 20,000 30,000 1,200 834,000 634,000 1,468,000

国際日本学科 200,000 140,000 442,800 20,000 30,000 1,200 834,000 634,000 1,468,000

国際学科 200,000 140,000 442,800 35,000 30,000 1,200 849,000 649,000 1,498,000

ビジネスデザイン学科 200,000 140,000 452,800 25,000 30,000 1,200 849,000 649,000 1,498,000

会計ファイナンス学科 200,000 140,000 452,800 25,000 30,000 1,200 849,000 649,000 1,498,000

心理学科 200,000 140,000 457,800 30,000 30,000 1,200 859,000 659,000 1,518,000

福祉社会学科 200,000 140,000 442,800 30,000 30,000 1,200 844,000 644,000 1,488,000

現代教養学科 200,000 140,000 437,800 15,000 30,000 1,200 824,000 624,000 1,448,000

初等教育学科 200,000 140,000 437,800 20,000 30,000 1,200 829,000 629,000 1,458,000

環 境 デ ザ イ ン 学 部 環境デザイン学科 200,000 140,000 442,800 30,000 30,000 1,200 844,000 644,000 1,488,000

健康デザイン学科 200,000 140,000 457,800 35,000 30,000 1,200 864,000 664,000 1,528,000

管理栄養学科 200,000 140,000 457,800 45,000 30,000 1,200 874,000 674,000 1,548,000

食安全マネジメント学科 200,000 140,000 457,800 35,000 30,000 1,200 864,000 664,000 1,528,000

（注） １．学費は学科ごとに入学年度で定められ、卒業年次までのスライド制とする。

２．卒業年次後期に、光葉同窓会費40,000円を納入する。

３．休学の場合、在籍料として半期90,000円を納入する。

４．再入学の場合、手続料として入学検定料相当額を徴収する。

２．[2024年度（令和6年度）の入学者] （単位：円）

施設設備金 授業料 実験実習 厚生文化費 学友会費 前期 後期 年間

教材費 納入額 納入額 納入総額

（半年分） （半年分） （半年分） （半年分） （半年分）

日本語日本文学科 140,000 397,800 6,500 40,000 1,200 585,500 585,500 1,171,000

歴史文化学科 140,000 412,800 20,000 40,000 1,200 614,000 614,000 1,228,000

英語コミュニケーション学科 140,000 412,800 20,000 40,000 1,200 614,000 614,000 1,228,000

国際学科 140,000 412,800 35,000 40,000 1,200 629,000 629,000 1,258,000

ビジネスデザイン学科 140,000 422,800 25,000 40,000 1,200 629,000 629,000 1,258,000

会計ファイナンス学科 140,000 422,800 25,000 40,000 1,200 629,000 629,000 1,258,000

心理学科 140,000 427,800 30,000 40,000 1,200 639,000 639,000 1,278,000

福祉社会学科 140,000 412,800 30,000 40,000 1,200 624,000 624,000 1,248,000

現代教養学科 140,000 407,800 15,000 40,000 1,200 604,000 604,000 1,208,000

初等教育学科 140,000 407,800 20,000 40,000 1,200 609,000 609,000 1,218,000

環 境 デ ザ イ ン 学 部 環境デザイン学科 140,000 412,800 30,000 40,000 1,200 624,000 624,000 1,248,000

健康デザイン学科 140,000 427,800 35,000 40,000 1,200 644,000 644,000 1,288,000

管理栄養学科 140,000 427,800 45,000 40,000 1,200 654,000 654,000 1,308,000

食安全マネジメント学科 140,000 427,800 35,000 40,000 1,200 644,000 644,000 1,288,000

（注） １．学費は学科ごとに入学年度で定められ、卒業年次までのスライド制とする。

２．卒業年次後期に、光葉同窓会費40,000円を納入する。

３．休学の場合、在籍料として半期90,000円を納入する。

４．再入学の場合、手続料として入学検定料相当額を徴収する。

３．[2023年度（令和5年度）の入学者] （単位：円）

施設設備金 授業料 実験実習 厚生文化費 学友会費 前期 後期 年間

教材費 納入額 納入額 納入総額

（半年分） （半年分） （半年分） （半年分） （半年分）

日本語日本文学科 130,000 397,800 6,500 40,000 1,200 575,500 575,500 1,151,000

歴史文化学科 130,000 412,800 20,000 40,000 1,200 604,000 604,000 1,208,000

英語コミュニケーション学科 130,000 412,800 20,000 40,000 1,200 604,000 604,000 1,208,000

国際学科 130,000 412,800 25,000 40,000 1,200 609,000 609,000 1,218,000

ビジネスデザイン学科 130,000 422,800 25,000 40,000 1,200 619,000 619,000 1,238,000

会計ファイナンス学科 130,000 422,800 25,000 40,000 1,200 619,000 619,000 1,238,000

心理学科 130,000 427,800 30,000 40,000 1,200 629,000 629,000 1,258,000

福祉社会学科 130,000 412,800 30,000 40,000 1,200 614,000 614,000 1,228,000

現代教養学科 130,000 407,800 15,000 40,000 1,200 594,000 594,000 1,188,000

初等教育学科 130,000 407,800 20,000 40,000 1,200 599,000 599,000 1,198,000

環 境 デ ザ イ ン 学 部 環境デザイン学科 130,000 412,800 30,000 40,000 1,200 614,000 614,000 1,228,000

健康デザイン学科 130,000 427,800 35,000 40,000 1,200 634,000 634,000 1,268,000

管理栄養学科 130,000 427,800 45,000 40,000 1,200 644,000 644,000 1,288,000

食安全マネジメント学科 130,000 427,800 35,000 40,000 1,200 634,000 634,000 1,268,000

（注） １．学費は学科ごとに入学年度で定められ、卒業年次までのスライド制とする。

２．卒業年次後期に、光葉同窓会費40,000円を納入する。

３．休学の場合、在籍料として半期90,000円を納入する。

４．再入学の場合、手続料として入学検定料相当額を徴収する。

人 間 社 会 学 部

生 活 科 学 部

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学部

人 間 文 化 学 部

国 際 学 部

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学部

人 間 社 会 学 部

食 健 康 科 学 部

人 間 文 化 学 部

国 際 学 部

人 間 文 化 学 部

国 際 学 部

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学部

人 間 社 会 学 部

生 活 科 学 部



４．[2022年度(令和4年度）の入学者] （単位：円）

施設設備金 授業料 実験実習 厚生文化費 学友会費 前期 後期 年間

教材費 納入額 納入額 納入総額

（半年分） （半年分） （半年分） （半年分） （半年分）

日本語日本文学科 130,000 397,800 6,000 40,000 1,200 575,000 575,000 1,150,000

歴史文化学科 130,000 412,800 20,000 40,000 1,200 604,000 604,000 1,208,000

英語コミュニケーション学科 130,000 412,800 20,000 40,000 1,200 604,000 604,000 1,208,000

国際学科 130,000 412,800 25,000 40,000 1,200 609,000 609,000 1,218,000

ビジネスデザイン学科 130,000 422,800 25,000 40,000 1,200 619,000 619,000 1,238,000

会計ファイナンス学科 130,000 422,800 25,000 40,000 1,200 619,000 619,000 1,238,000

心理学科 130,000 427,800 30,000 40,000 1,200 629,000 629,000 1,258,000

福祉社会学科 130,000 412,800 30,000 40,000 1,200 614,000 614,000 1,228,000

現代教養学科 130,000 407,800 15,000 40,000 1,200 594,000 594,000 1,188,000

初等教育学科 130,000 407,800 15,000 40,000 1,200 594,000 594,000 1,188,000

環境デザイン学科 130,000 412,800 30,000 40,000 1,200 614,000 614,000 1,228,000

健康デザイン学科 130,000 427,800 35,000 40,000 1,200 634,000 634,000 1,268,000

管理栄養学科 130,000 427,800 45,000 40,000 1,200 644,000 644,000 1,288,000

食安全マネジメント学科 130,000 427,800 35,000 40,000 1,200 634,000 634,000 1,268,000

（注） １．学費は学科ごとに入学年度で定められ、卒業年次までのスライド制とする。

２．卒業年次後期に、光葉同窓会費40,000円を納入する。

３．休学の場合、在籍料として半期90,000円を納入する。

４．再入学の場合、手続料として入学検定料相当額を徴収する。

人 間 社 会 学 部

生 活 科 学 部

人 間 文 化 学 部

国 際 学 部

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学部



別表（２）検定料

試験名 院・学部別 検定料

一般入試

（Ａ日程・Ｂ日程・３月期）

学部 35,000 円 

指定校制推薦 学部 35,000 円 
公募制推薦 学部 35,000 円 
光葉同窓会推薦 学部 35,000 円 
総合型選抜 学部 35,000 円 
S 型入試 学部 35,000 円 
共通テスト利用型Ⅰ・Ⅱ期（一般・英語） 学部 15,000 円 
外国人留学生（推薦・一般・編入） 学部 35,000 円 
学部編入・学士・転入学 学部 35,000 円 
同一入試複数学科併願検定料

（Ｂ日程※・共通テスト利用型Ⅰ／Ⅱ期・３月期※） 
※学科併願制を導入

学部 併願 2 学科目 
以降は

10,000 円 
附属校生徒の検定料

（学内推薦、A 日程・Ｂ日程・3 月期） 
※上記以外の入試は、通常の検定料

学部 15,000 円 
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